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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

田
辺
議
員
「
神
宿
る
島
」宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登
録
を

契
機
に
、
持
続
的
な
地
域
振
興
を
図
る

た
め
、
県
や
市
町
村
が
広
域
的
に
連
携

し
、
様
々
な
観
光
資
源
を
つ
な
い
で
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

Ａ

各
地
の
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
磨
き
上
げ
、
古
代
の
旅
を
テ
ー
マ
に

一
体
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
。
世
界

遺
産
の
周
辺
で
は
地
元
と
連
携
し
、
宮

地
嶽
神
社
、船
原
古
墳
、津
屋
崎
千
軒
な

ど
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
観
光
ル
ー
ト

や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
Ｐ
Ｒ
し
、

誘
客
、
周
遊
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

畑
中
議
員

平
成
２９
年
度
に
完
成
を

目
指
し
て
い
る
み
や
こ
町
の
伊
良
原
ダ

ム
の
ダ
ム
湖
の
活
用
方
法
と
し
て
、
カ

ヌ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
等
へ
の
湖
面

の
使
用
は
可
能
か
。

Ａ

ダ
ム
湖
面
を
水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
場

に
利
用
す
る
こ
と
は
地
域
振
興
の
面
で

も
有
効
な
方
策
の
一
つ
だ
。
一
方
で
、

ダ
ム
設
備
の
管
理
や
運
用
に
支
障
を
来

さ
な
い
こ
と
、
油
漏
れ
等
で
水
質
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
水
難
事
故

の
防
止
と
い
っ
た
安
全
対
策
に
も
留
意

が
必
要
で
あ
る
。
み
や
こ
町
か
ら
具
体

的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、
他
県
の
事
例
も

参
考
に
検
討
す
る
。

大
橋
議
員

大
牟
田
市
で
は
平
成
２７

年
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
関
連
で
１
０
１

件
の
緊
急
出
動
が
あ
り
、
１９
人
が
死
亡

し
た
。
県
内
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
関
連

の
入
浴
中
急
死
の
推
計
数
と
傾
向
、
知

事
の
認
識
を
伺
う
。

Ａ

２７
年
に
浴
室
で
発
生
し
た
ヒ
ー
ト

シ
ョッ
ク
と
推
定
さ
れ
る
緊
急
出
動
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
４
２
２
人
。
う
ち
６５

歳
以
上
の
方
は
３
５
３
人
、
冬
場
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
２
０
０
人
だ
っ
た
。

ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク
が
入
浴
時
や
冬
場
に
起

こ
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
特
に
高
齢
者

に
対
し
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

今
井
議
員

県
の
健
康
づ
く
り
施
策

の
基
本
と
な
る
「
福
岡
県
健
康
増
進
計

画
」を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
を
問
う
。

Ａ

平
成
２５
年
３
月
に
策
定
し
た
「
福

岡
県
健
康
増
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
健

康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
、
働
く
世
代
の

健
康
づ
く
り
、
健
診
実
施
率
の
向
上
、

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
計

画
期
間
は
２５
年
度
か
ら

２５

３４
年
度
ま
で
だ

が
、
そ
の
中
間
年
度
で
あ
る
２９
年
度
に

見
直
し
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
の
特
色

あ
る
取
り
組
み
も
踏
ま
え
て
い
く
。

原
中
議
員

人
口
や
世
帯
数
が
減
少

し
て
い
く
中
、
新
た
な
土
地
に
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
一
方
、
都
市
部
で
は
駅
前

や
中
心
市
街
地
、
高
度
経
済
成
長
期
に

造
ら
れ
た
住
宅
地
な
ど
で
空
き
家
も
埋

ま
ら
な
い「
ま
ち
の
低
密
度
化
」が
進
ん

で
い
る
現
状
に
つ
い
て
知
事
の
認
識
を

伺
う
。

Ａ

本
県
で
も
今
後
、
人
口
・
世
帯
数

と
も
に
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
増
加

す
る
空
き
家
の
適
正
管
理
、
既
存
住
宅

の
利
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
街

な
か
の
居
住
人
口
の
減
少
な
ど
を
抑
制

し
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

佐
々
木
議
員

国
や
自
治
体
等
が
保

有
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
誰
も
が
編
集
し

や
す
い
状
況
で
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
デ

ー
タ
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

Ａ

専
門
人
材
が
十
分
で
は
な
い
市
町

村
も
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
公
開
サ
イ
ト
の
構

築
・
運
用
、デ
ー
タ
の
一
括
移
行
な
ど
に

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
平
成
２８
年
度

に
開
発
し
た
。
今
後
、
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
市
町
村
説
明
会
を
開
き
、
市
町
村

の
求
め
に
応
じ
て
県
の
職
員
が
現
地
に

赴
き
、
技
術
的
助
言
な
ど
き
め
細
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

渡
辺
議
員

返
礼
品
の
過
当
競
争
が

行
わ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ

い
て
、
全
国
知
事
会
で
議
論
す
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

Ａ

全
国
知
事
会
と
し
て
、
金
銭
類
似

性
の
高
い
も
の
、
資
産
性
の
高
い
も
の
を

送
付
す
る
行
為
は
行
わ
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
節
度
あ
る
運
用
と
す
べ
き
旨
、

主
張
し
て
き
て
い
る
。
国
も
今
年
の
春

ぐ
ら
い
を
め
ど
に
、
有
識
者
や
地
方
団

体
の
意
見
や
実
情
を
踏
ま
え
て
返
礼
品

の
送
付
に
係
る
課
題
を
洗
い
出
し
、
改

善
策
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

動
き
を
注
視
し
た
い
。

仁
戸
田
議
員

３０
代
半
ば
か
ら

３０

４０
代

半
ば
の
就
職
氷
河
期
世
代
の
安
定
的
な

就
職
に
向
け
た
支
援
は
。

Ａ

３０
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー
と

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
求
職
者

に
個
別
相
談
等
を
行
い
、
正
規
雇
用
の

求
人
が
多
い
分
野
の
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
３０
代
の
採
用
に
理
解
の

あ
る
企
業
に
よ
る
合
同
説
明
会
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
２７
年
度
に
は
１
，５
０

０
人
を
超
え
る
就
職
氷
河
期
の
人
の
就

職
が
決
ま
り
、
う
ち
６
割
が
正
規
雇
用

で
あ
る
。さ
ら
に
、２７
年
度
に
正
規
雇
用

促
進
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

原
田
議
員

熊
本
地
震
被
災
者
へ
の

住
ま
い
の
提
供
状
況
は
。

西
尾
議
員

文
化
芸
術
振
興
に
対
す

る
知
事
の
認
識
と
本
県
の
文
化
芸
術
振

興
施
策
に
つ
い
て
。

Ａ

県
民
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
文
化
芸

術
に
親
し
め
、
自
ら
た
し
な
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
二
つ
の
面
で
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
伝
統
工
芸

展
を
、
大
濠
公
園
の
能
楽
堂
で
は
本
格

的
な
能
舞
台
や
能
楽
講
座
等
を
、
九
州

芸
文
館
で
は
水
彩
画
、
ク
ラ
フ
ト
と
いっ

た
各
種
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
を
実

施
し
て
い
る
。
多
く
の
人
に
鑑
賞
の
機

会
と
発
表
の
場
を
提
供
す
る
県
民
文
化

祭
も
あ
る
。

新
開
議
員

太
陽
光
発
電
設
備
の
維

持
管
理
か
ら
発
電
パ
ネ
ル
検
査
、
リ
サ

イ
ク
ル
ま
で
総
合
的
に
実
施
す
る
に

は
、
国
と
県
庁
各
部
が
一
体
で
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

Ａ

太
陽
光
発
電
設
備
が
長
期
に
わ
た

り
安
定
的
に
発
電
を
継
続
す
る
に
は
、

事
業
者
が
設
備
設
置
か
ら
維
持
管
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
廃
棄
ま
で
を
計
画
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
国
は
こ
の
た
め
の

事
業
計
画
策
定
を
事
業
者
に
義
務
付
け

た
。
県
と
し
て
必
要
な
取
り
組
み
は
、

昨
年
９
月
に
設
置
し
た
全
庁
に
ま
た
が

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
本
部
」
を
活

用
し
、
総
合
的
に
推
進
す
る
。

壹
岐
議
員

行
政
評
価
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
財
源
や
成
果
を
県
民
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
行
政
評
価

の
手
法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

Ａ

行
政
評
価
は
施
策
と
し
て
重
点
的

に
展
開
す
る
事
業
に
つい
て
、
そ
の
目
標

や
有
効
性
・
効
率
性
を
改
め
て
評
価
し
、

県
民
の
行
政
に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上

な
ど
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
行
政
評

価
書
で
は
継
続
す
る
事
業
に
つい
て
、
そ

の
有
効
性
、
実
効
性
を
踏
ま
え
、
重
点

事
業
と
し
て
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
評
価
書

と
な
る
よ
う
工
夫
改
善
し
た
い
。

大
塚
議
員

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代（
１５
～
１５

３９
歳

の
思
春
期
・
若
年
成
人
の
世
代
）の
が
ん

患
者
へ
の
本
県
の
支
援
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ

現
在
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
長
期
療
養
、
就
学
、
就
労
に

つ
い
て
は
学
校
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と

連
携
し
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

結
婚
、
出
産
に
つ
い
て
は
十
分
な
相
談

体
制
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
専
門
家
や
が

ん
患
者
の
家
族
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

す
る「
福
岡
県
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」

で
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
に
対
す
る
支
援
の
あ

り
方
に
つい
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

松
下
議
員

ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム

等
を
用
い
て
、
公
用
車
を
広
告
媒
体
と

し
て
有
効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ

県
内
を
広
く
、
く
ま
な
く
走
る
公

用
車
は
魅
力
的
な
広
告
媒
体
と
な
り
得

る
。
こ
れ
ま
で
交
通
安
全
県
民
運
動
、

北
方
領
土
返
還
運
動
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
わ
る
「
ふ
く
お
か
Ｆ
Ｃ
Ｖ
ク
ラ

ブ
」な
ど
、
公
用
車
を
活
用
し
た
県
政
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施
。「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
」「『
神
宿
る

島
』宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」等

の
Ｐ
Ｒ
に
公
用
車
を
活
用
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

二
宮
議
員

本
県
と
中
国
江
蘇
省
と

の
友
好
提
携
は
今
年
２５
周
年
を
迎
え

る
。
今
後
、
障
が
い
者
の
医
療
・
保
健
・

福
祉
分
野
で
の
国
際
交
流
を
新
た
な
分

野
と
し
て
位
置
付
け
、
一
層
の
交
流
を

促
進
す
べ
き
と
思
う
が
、
知
事
の
考
え

を
問
う
。

Ａ

本
県
は
こ
れ
ま
で
江
蘇
省
と
の
友

好
提
携
に
基
づ
き
、
環
境
、
青
少
年
、

文
化
・
学
術
と
いっ
た
分
野
で
交
流
を
積

み
重
ね
て
き
た
。
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

分
野
は
、
先
方
か
ら
関
心
を
示
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
。
ま
ず
は
江
蘇
省
に
対
し
、

関
心
の
有
無
や
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
確

認
し
た
い
。

民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団
民進党･県政
県議団

大橋克己議員

今井保利議員

原田博史議員

畑中茂広議員佐々木允議員

渡辺美穂議員

仁戸田元氣議員

田辺一城議員原中誠志議員

Ａ

本
県
で
は
地
震
発
生
直
後
の
４
月

１６
日
か
ら
県
営
住
宅
の
一
時
使
用
等
の

相
談
を
受
け
付
け
、
１８
日
に
県
庁
内
に

被
災
者
住
宅
支
援
窓
口
を
設
置
、
県
営

住
宅
の
提
供
を
始
め
た
。
公
営
住
宅
や

民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
る
「
み
な

し
仮
設
住
宅
」
も
熊
本
県
か
ら
の
要
請

後
、
直
ち
に
提
供
を
始
め
た
。
こ
れ
ま

で
の
累
計
で
本
県
内
の
入
居
者
数
は
公

的
住
宅
と
み
な
し
仮
設
住
宅
を
合
わ
せ

て
３
９
８
世
帯
、
８
９
２
人
。
２
月
末

現
在
で
１
６
３
世
帯
、
３
２
３
人
が
入

居
し
て
い
る
。

公明党公明党公明党

壹岐和郎議員

新開昌彦議員

松下正治議員

二宮眞盛議員

西尾耕治議員

大塚勝利議員


